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1. 背景 

気候変動により，厚岸の海洋環境は大きく変化している．例えば海水温では，温暖化だけ

でなく海洋熱波（海水温が顕著に高い状態が数日続く現象）が発生している（気象庁）．こ

れまでの研究によると，温暖化と海洋熱波は，水産資源の生息域や漁獲量を変化させている

ことが知られている（e.g., Kanamori et al. 2019, 2023, 2024; Miyama et al. 2021）．

そのため，厚岸町で発生している温暖化と海洋熱波もまた，厚岸町の水産資源に影響を与え

ている可能性がある．さらに，近年では海洋寒波（海水温が顕著に低い状態が数日続く現象）

も発生していることが知られているが（気象庁），水産資源への影響は明らかでない． 

 厚岸町では，ふのり漁業やぎんなんそう漁業などが第 1 種共同漁業として行われている

（水産庁）．しかし，それらの水産資源は，水産庁による「資源評価・調査対象」に含まれ

ていないため，資源状況（動向と水準）が不明である．また，温暖化などの海洋環境の変化

がそれらの水産資源に与える影響も未だ明らかでない．水産資源の状況と，水産資源に対す

る温暖化，海洋熱波，および海洋寒波の影響の理解は，厚岸において，気候変動下での持続

可能な水産業や気候変動への適応策を考える上で必要不可欠な知見である． 

 そこで本研究では，気候変動下における厚岸の資源状況と，気候変動にともなう海洋の温

暖化，海洋熱波，および海洋寒波が厚岸の水産資源に与える影響を明らかにする．そのため

に，（問 1）クロバギンナンソウとフクロフノリの資源状態（動向と水準），そして（問 2）

それらの資源変動に対する海洋の温暖化，海洋熱波，および海洋寒波の影響を定量化する． 

 

2. 方法 

2-1. 野外調査 

資源量調査は，厚岸郡の 25 個の調査プロットにおいて 2025 年の大潮干潮時に行った．各

調査プロット（高さ 100cm，幅 50cm）では，コドラートを使用してクロバギンナンソウとフ

クロフノリの資源量を目視で計測した． 

 

2-2. データ 

クロバギンナンソウとフクロフノリの資源状況を明らかにするために，上記で取得したデ



ータに加えて，北大の野田隆史教授のグループによって調査・管理されている 2002〜2024

年のデータを使用した． 

 海洋の温暖化，海洋熱波，および海洋寒波には，気象庁の表面海水温データを使用した．

海洋の温暖化の指標には，各年の平均表面海水温値を用いた．海洋熱波と海洋寒波の指標に

は，統計ソフト Rの heatwaveRで各年の海洋熱波強度と海洋寒波強度を計算して用いた． 

 

2-3. データ解析 

資源状況は動向と水準の 2つで評価した．資源量の動向と水準は，水産庁が行なっている資

源評価方法の 1つを用いた．まず各生物の資源量の動向は，横軸に年，縦軸に資源量をとる

グラフを作成した後，直近 5年間の資源量に単回帰分析を行い，回帰係数の正負によって増

加傾向・横ばい傾向・減少傾向を判断した．次に各生物の資源量の水準は，24 年間の資源

量の最小値と最大値を 3等分し，最小値〜1/3 を低位水準，1/3〜2/3 を中位水準，2/3〜最

大値を高位水準とし，2025 年の資源量が属するカテゴリにより資源水準を判断した． 

 資源変動に対する海洋の温暖化，海洋熱波，および海洋寒波の影響を明らかにするために，

勾配ブースティングを用いた．この手法は機械学習の 1つで，環境が生物に与える非線形な

影響や，環境変数間の複雑な関係性をモデリングできるメリットがある．勾配ブースティン

グでは，応答変数に各種の資源量，説明変数に各年の平均表面海水温値，各年の海洋熱波強

度，および各年の海洋寒波強度を使用した．その後，SHAP 値を計算して，各説明変数が資

源に与える影響を定量化した． 

 

 

3. 結果と考察 

3-1. クロバギンナンソウとフクロフノリの資源状態（動向と水準） 

クロバギンナンソウとフクロフノリの資源量は，どちらも増加傾向であることが分かった

（図 1）．また，2025 年の水準は，どちらの資源も高位であった．  

 

図 1 クロバギンナンソウとフク

ロフノリの資源状況．横軸は年，

縦軸は厚岸郡の平均資源量を表

す．赤線は水準を意味しており，

上から高位，中位，低位を意味す

る． 

 

 

 

 



3-2. 資源変動に対する海洋の温暖化，海洋熱波，および海洋寒波の影響 

平均海面水温値は，クロバギンナンソウの資源を減らす要因となっている傾向があった（図

2）．また，海洋寒波は影響度の度合いが大きい傾向があった． 

 2013 年までの平均海面水温値は，フクロフノリの資源を減らす要因となっていたが，そ

れ以降の年では，平均海面水温値はフクロフノリの資源を減らすとは限らなかった（図 2）．

また，海洋熱波と海洋寒波は平均海面水温値よりも資源の変化に大きな影響を与える傾向

が示された．このことは，フクロフノリの資源動態には海洋の異常気象が重要である可能性

を示唆している． 

 フクロフノリは三陸においても第 1種共同漁業として利活用されているが，動向は現象，

水準は低位と厳しい状況である（Kanamori et al., in prep）．また，平均海面水温値がフ

クロフノリの資源動態に与える影響は厚岸よりも小さく，近年の資源の減少は海洋寒波が

要因となっていることが知られている（Kanamori et al., in prep）．これらのことから，

同一資源であっても資源状態には地域差が大きいことが明らかとなった． 

 

図 2 クロバギンナンソウの資源

変動に与える要因．青色は海洋寒

波，赤色は海洋熱波，黄色は平均

海面水温を表している．上向きの

棒は資源を増やし，下向きの棒は

資源を減らしたことを意味する． 

 

 

 

 

図 3 フクロフノリの資源変動に

与える要因．青色は海洋寒波，赤

色は海洋熱波，黄色は平均海面水

温を表している．上向きの棒は資

源を増やし，下向きの棒は資源を

減らしたことを意味する． 

 

 

 

 

 

 



 

まとめ 

海洋環境の変化は，水産資源の変動に影響を与えている．しかし，この海洋環境の影響は，

「水温が上昇したから資源が減った」といった単純なものではないことが明らかとなった．

また，先行研究で着目されている海洋の温暖化だけでなく，海洋熱波や海洋寒波といった海

洋の異常気象も資源に影響を与えていることが示された．これらの結果から，今後は，環境

の複雑な影響を前提とした資源評価・管理を行い，変動環境下でも持続的に利活用できる資

源を科学的に見極めていく視点が必要であると考えられる． 
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